






要約:

当センターで行っている在宅精神薄弱児短期入所(母子短期入所)事業における支援状況

(特に小児科医とリハスタッフの役割)、家族のかかえる問題点について検討した。対象は

平成 8 年度に母子短期入所(4 泊 5 日)を行った 73 例で、対象児の大半は精神遅滞児であ

った。指導内容としては障害受容・対象児の状態の理解・対応方法・養育環境の問題など

であった。小児科医は児の診察・医療相談・母親の集団指導、 リハスタッフは言語相談・

心理相談・機器の紹介などを行った。幼児では比較的障害の軽い児の受診が多く、診断の

はっきりしない中で専門機関を巡り歩く例が目立った。学童では不登校や暴力の相談が多

く、福祉と教育の問題が絡んでいた。その他兄弟姉妹への影響が強く感じられた。


